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【報告要旨】

（１）経済学の基礎理論の立場から、大都市におけ
る税財政制度のあり方について再検討する。

（２）上記の検討を踏まえて、横浜市「横浜特別自
治市制度」の意義を明確にする。
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１．地方分権の理論（基礎的自治体）

（１）「足による投票」：C.Tibout（１９５６）
住民による地域選択

→住民が望ましい自治体に移動

→住民の移動コスト問題

（２）「分権化定理」：W.E.Oates（１９７２）
自治体による多様なサービス供給

→住民の多様な選択満足

→広く受容されている理論（一般性）
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図1 分権化定理
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２．日本の大都市制度の現状と問題

（２）二層制の地方行財政制度

二層制＝都道府県、市町村

→中央集権化の地方行財政制度確立

地方官官制（１８８６）

市制町村制（１８８８）

府県制（１８９０）

→第二次世界大戦後

地方自治法（１９４７）
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図2 日本の地方制度
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（２）大都市制度
→戦後改革の「特別市制度」（５大市）：廃止
→暫定的制度＝「政令指定都市制度」

（昭和３１年）設置
→基準緩和＝政令指定都市の増加

（平成２４年４月１日：２０市）

→抜本的改革の必要性
（評価基準：人口、面積、経済力、行政能力）



大都市制度の推移
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３．世界の大都市制度の現状と問題

（１）各国の地方制度

→一層制・二層制・三層制等の併存

→各国および各地域に存在
イギリス フランス アメリカ
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（２）大都市制度

［経済・社会要因］

人口増加と人口減少、成長と衰退、若年齢化

と高齢化、所得の格差拡大、移民増加と減少

大都市問題と多様な制度存在

→一層制（イギリス、カナダ、ドイツ、韓国等）

→二層制（日本、フランス、アメリカ等）
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図３ 一層制（イギリス、カナダ等）の大都市制度
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４．日本の政令指定都市の現状と課題
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※ 平成24年4月１日から熊本市が政令指定都市に移行
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三大都市圏の年齢別人口推移
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５．横浜市「横浜特別自治市」の提案

（１）大都市の課題

→①人口減少・超高齢化社会

→②公共施設の保全・更新

→③国際競争力の低下

（２）「特別自治市制度」の必要性

→①二層制（指定市、都道府県）の二重行政

⇒解消

→②大都市特例事務に関する不十分な税制

⇒必要措置（特別市徴収）
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図 税制上の措置

二重の行財政制度の不効率⇒解消
→「分権化定理」＝理論的整合性
→残された課題＝国際競争力の低下
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6．大都市制度の新たな視点

（１）世界都市間競争：P.Kotler&M.Kotler（２０１４）
→巨大な多国籍企業と大都市（メガシティ）の

連携必須

→世界最大の都市圏地域（東京＝横浜）

２０１０年人口３６００万人（世界一）

（２）大都市（メガシティ）マネジメント

→グローバルな多国籍企業へのマーケティング

→グローバル都市としての経営必要

→残された課題＝大都市間競争力の向上
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（資料）：横浜市関係
（１）横浜市大都市自治研究会「横浜市大都市自治研究会第1次提言」2012年3月。
（２）横浜市「横浜特別自治市大綱」2013年3月。
（３）横浜市「横浜特別自治市～横浜が変わる！ 地方自治が変わる！～」2015年11月。
（４）第2次横浜市大都市自治研究会「第2次横浜市大都市自治研究会答申－社会経済情勢

の変化などを踏まえた横浜市にふさわしい地方自治制度のあり方－」2016年10月。
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